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小学校社会科における地理と歴史に関する
知識量と指導上の留意点
奥　澤　信　行１
Ⅰ　はじめに
　小学校で履修する社会科は、3年生から5年生までの3年間で地理的分
野、6年生で歴史的分野と若干の公民的分野を扱う。このうち地理的分野
と歴史的分野において、教師よりも知識量の豊富な児童がクラス内に散見
されるのは決して珍しいことではない。そして同様の状況は理科でもみら
れるが、これは教科の特性と深く関わっている。それはこの2教科での学
習内容には国語や算数とは異なり、多分に趣味的対象となる事項が含まれ
ていることによる。地理的分野では都道府県の位置や県庁所在地、全国各
地の山や河川、観光地等の名称を覚えることに関心のある児童は多い。ま
た海外についても各国の位置関係や首都名、国旗等に詳しい例もみられる。
さらにこうした国内や海外の地誌に関する情報だけでなく、鉄道や航空等
の交通機関、人口や産業別生産高を始めとする各種統計に関する多くの知
識を有している場合もある。歴史的分野においては、戦国大名や幕末に活
躍した人物に大人顔負けの知識を披瀝する児童に遭遇することも多い。
　さて社会科だけでなく、理科でも知識豊富な児童に出会うが、その多く
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は物理や化学の分野ではなく生物分野に関わる内容が多い。一例として恐
竜や昆虫の分類とその生態、花の名称と咲き方の特色等が挙げられる。以
上のような社会科と理科で児童が関心を示し、豊富な知識を有している分
野に共通しているのは、事物を直接確認できる場合とそうでない場合を問
わず、覚えることに関心が向けられていることである。このようないわゆ
る「暗記教科」は、一定の理論に従って筋道の通っている教科と比較され
た場合、授業での扱いや世間一般での見方、あるいは識者の評価において
分の悪いことが多い。しかし児童にしてみれば、興味や関心のある事項を
覚える（暗記する）という勉強は、教師の指導を仰ぐことなく、一人で意
欲的に気の済むまで進めることができるのである。そして暗記の苦手な児
童からみれば苦痛以外の何ものでもないこの勉強は、これを得意とする児
童にとっては単なる作業という認識に過ぎない。つまり一般的には何時間
も机に向かって一心不乱に知識を得ようとする行為は、勉強（学習）とい
う語に集約されるが、彼等にとっては苦痛どころか快感すら覚える単純作
業なのである。
　本稿では知識量豊富な児童について、その性向を踏まえた上での授業に
おける接し方と他者との関わりにおいて留意すべき点を論じる。また併せ
て教師の地理および歴史を始めとする諸科目に関する知識量についても言
及したい。
Ⅱ　児童および教員の知識量
１．得意とする分野と知識量
　知識量豊富な小学生の実態については、小学校に勤務している卒業生か
らの話でおおよその姿は想像できる。しかしそのような児童がクラス内で
どのように認識されているのかは、直接学校現場に足を踏み入れないこと
には把握できない。そこで教育実習生の様子を確認するために実習校を訪
問する際には校長の許可の下、授業参観を行っている。また実習生の教壇
405
小学校社会科における地理と歴史に関する知識量と指導上の留意点
実習も見学できる機会1に恵まれると、こうした児童への関わりを観察でき
る。そして実習を終えて大学へ戻った学生から当該児童について、授業で
の反応や態度に関する感想も含めてより詳細に普段の様子を聞くことで、
クラス内における人間関係の把握はある程度可能となる。しかし授業参観
や学生の話による間接的な理解には限界があり、より踏み込んだ考察をす
るためには、直接こうした児童を対象とした授業を行うことが必須となっ
てくる。そのような機会を模索していたところ、4年生から6年生を対象
とした「とちぎ子どもの未来創造大学2」で授業を行うことになった。「栃
木県のことをもっと知ろう！」の講座名で受講生を募ったところ、5年生
を中心に15名の参加があり、直接指導にあたることになったのである。男
子が若干多かったが、受講生はいずれも社会科を得意としており、暗記す
ることを苦手とせず、むしろそれを楽しみと感じているとの意見が大勢で
あったのは予想通りであった。
　社会科を得意教科としている児童の多くは、歴史よりも地理に関して豊
富な知識を有している。これは今回の講座の受講生に限らず、小学校の教
師から耳にする当該児童についても同様である。一般に学習内容に関して
は、歴史では過去を対象とするのに対して、地理の場合は現在から未来が
中心となっている。したがって歴史で得られる知識は、読書活動を通じて
の書籍やインターネットから入手した史実や人物等の情報に限られる。仮
に史跡を訪れたにしても、各自がそこで展開された歴史的事実に思いを馳
せるというレベルに留まる。これに対して地理の場合は、日常生活と密接
に関係する事項を扱うので、自分で見聞きして実態を確認することができ
る。例えば地域学習を学ぶ際に、自市や自県での農産品や工業製品の生産
と出荷先を取り上げた場合、生産地や工場を見学することでその生産過程
への理解が深まる。またそこからトラック等によって各地へ輸送される様
子を目の当たりにすることで、極めて機能的に構築された日本の流通シス
テムの一端を感じ取ることができるのである。こうした自分の目で確認で
きる学習内容であるか否かは、取り分け小学生の場合には、その興味・関
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心の程度に大きな影響を与えていることは、講座の受講生の話からも間違
いない。また地理学習には必携である地図の活用も興味や関心のある児童
にとっては、知識欲を一層駆り立てられる要素となっている。栃木県の25
市町界が示された地図を配付すると、何も指示をしなくても食い入るよう
にこれを見つめ、まずは居住地の位置確認をしている。その上で県内での
相対位置3に関心が及び、さらに掲示された日本全図における栃木県の位置
関係にまで発展していく。これは空間認識の拡大という地理学習には必須
の指導内容であるが、知識の豊かな児童は自主的にこの作業に取り組むこ
とができるのである。
　さて地理的事象に関心の深い児童は、山・河川・湖沼等の自然環境に関
わる地名、国や首都・都道府県や県庁所在地・主要都市・鉄道路線・高速
道路や国道等の人文環境に関わる地名とその位置関係、さらに各種の統計
等を覚えることを学習とは捉えずに、ゲームと同じように遊びの一部と感
じている傾向がみられる。これは趣味、取り分け交通関係に興味を持つ児
童が多いことと関係がある。その中でも鉄道関係4を趣味としている児童
は、地理に関心が深く5知識量も豊富であることが多い。近年、鉄道各社
は本来の輸送業務以外で利益を生み出すために、イベントの開催や特別仕
様車両の開発等、鉄道ファンを取り込む施策を次々に打ち出している。そ
のため鉄道に関心を示す小学生は、にわかファンを含めて急増しているの
で、以前と異なり鉄道は決して特殊な趣味のジャンルではないと認識され
ている。それだけにその知識を競い合うようになり、鉄道に関する情報の
レベルが教師には太刀打ちできないほど高い児童がみられるようになった
が、これは特に驚くことではない現象なのである。
２．教師の地理・歴史に関する知識量
　前述したように、社会科に関して豊富な知識を有している児童がクラス
に少なからずみられるが、こうした児童に対応できる知識量を教師の側は
有しているのだろうか。教職に就いている卒業生や実習校訪問での現職教
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師との対話からは、非常に心許ない回答しか得られないのである。
　地理的分野では、第3・4学年での地域学習に際して、市町村単位の事
象や事項に関する所在地は比較的正確に認識している。しかし地理的空間
を拡大して県内の扱いになると、その認識度は急激に低下するのである。
栃木県を事例とすれば、宇都宮を中心とする県央地区の小学校に勤務して
いる教師は、県央・県北地区の都市配列や地理的事象に関する指導上必要
な知識量については、これを充足している。ところが県南地区については、
小山・栃木・佐野・足利の主要4市の配列を正確に回答できる教師は極め
て稀である。また農業および工業の主要生産品目や観光資源、交通体系等
に至っては、その知識量は乏しいと言わざるを得ない。これとは反対に県
南地区の教師は、県央・県北地区に関する知識では日光については熟知し
ているものの、ともすれば県都宇都宮の情報ですらあまり持ち合わせてい
ない状況がみられる。そしてこれを日本全土にまで拡大すると事態はより
深刻になるのである。47都道府県と県庁所在地の名称と位置関係を完璧に
認識している教師は驚くほど少ない。また栃木県の教師にあっては、取り
分け西日本に関する知識に不安を抱いており、例えば鳥取と島根・四国4
県・大分と宮崎・佐賀と熊本の相対位置を正確に回答できないのは、特に
珍しいことではないのである。世界に目を移した場合、一般的に地域とし
ての認識度の低いアフリカや中南米、東ヨーロッパ諸国について首都やそ
の位置を正確に把握していないのは、小学校での学習範囲を考えれば許容
できる。しかし例えばロサンゼルスとサンフランシスコの相対位置、児童
が興味を示す世界と栃木県の緯度上の位置関係6等の基本的事項について
も把握していないのは、社会科を不得意としている教員であっても許され
ないレベルの話なのである。
　第6学年で履修する歴史的分野にあっては、日本史が中心で世界史の分
野は省かれるため、地理に比べれば知識量は豊富であるように思えるが、
実際は必ずしもそのような状況ではない。これは1994年度から高校の社会
科が地理歴史科（以下、地歴科と略す）と公民科に再編され、地歴科では
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世界史が必修、日本史または地理が選択必修となったことによる。すなわ
ち高校で日本史を履修していない教員が、20代と30代前半で大幅に増えた
のである。したがって重大な出来事の原因・経過・結果という「歴史の流
れ」を押さえる指導方法すら身に付けていない教師も多い。ましてや歴史
好きの児童が関心を持つことの多い戦国大名の人物像や関係する史実、幕
末から明治維新にかけての激動の流れ等についての知識については、まっ
たく太刀打ちできないのである。また文科省が今後の学習指導要領の改訂
に際して指導の重要性を強調している近現代史7に関しても、高校での日
本史履修の有無に関係なく、この時代を苦手としている様子がみられる。
これは高校での日本史の授業において戦後史まで学習するには、古代や中
世をよほどのスピードで終わらせない限り時間的に無理であり、近現代史
を設定された授業時数で学習してきた経験のある教師が限られていること
による。また日本史を理解する上での一助となる古典（古文）についても
少々心配な実態がある。例えば枕草子の第一段、すなわち「春はあけぼの
～、夏は夜～、秋は夕暮れ～、冬はつとめて～」の誰もが、中学校か高校
で学んできたはずの名文を知らない教師が少なからずいることを確認して
いる。枕草子の各段に記された内容は機知に富んだ表現とともに、平安時
代の宮中の様子を知る手掛かり8となる。しかし歴史的事象を多面的に考察
する一手段としての古文に関する知識が欠如している現状は、憂慮すべき
事態と言わざるを得ない。今後の学習指導要領改訂に際して配慮すべき事
項なのである。
Ⅲ　授業展開
１．知識量豊富な児童への対応
　上述した知識量の豊富な児童の性向をみると共通の言動を確認できる。
第一に自己顕示欲が強いことである。地理や歴史について多くの情報を得
ている児童は、それをクラスで発表したいと強く思っている。その理由とし
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ては、知識を人前で披瀝することで優越感に浸り、できれば教師から賞賛
されるのを期待していることが挙げられる。したがって発言の機会があれ
ば、いくらでも話したい気持ちに駆られているため、発問前の説明の時点
から口をもごもごさせて落ち着きのない様子を確認できる。また中には説
明中であっても口を挟んでくるケースもあれば、他の児童が発言している
最中に、その内容を否定して正論と思い込んでいる情報を捲し立てる場合
もある。どちらの状況でも教師や他の児童の発言を遮って持論を展開する
態度は厳しく諫められるべきであり、教師は躊躇することなく注意しなけ
ればならない。しかしそのような指導を意に介さず、発言を繰り返す児童
もみられる。これがエスカレートすると、周囲の児童は不快な表情を浮か
べ、クラス内の空気に馴染んでいない状況となり、孤立した様子が誰の目
にも明らかになってくるのである。このような児童は、一般的に自己顕示
欲だけでなく自尊心も強い傾向がみられるため、引っ込みがつかなくなっ
てしまう。こうした状況を穏便に収め、当該児童と他の児童の間にしこり
を残さないようにするためには、まさに教師の指導力が問われるのである。
この問題の解決策としては、当該児童に対して、教師の側もそこでの発言
内容に関しての情報を得ているように振る舞うことが挙げられる。当該児
童の一方的な発言によって教師がやり込められている状況は、その児童に
優越感を覚えさせると同時に、他の児童に対しては教師に対する不信感を
植え付けることになる。そこで「○○君の言うことは先生も知っているけ
れど、それに付け加えることも知っているよ。」と話した後で、授業の本筋
から少し離れた内容に触れて、一時的に当該児童の発言が続かないように
授業を展開するのである。そしてその児童が発言していた内容について、
より詳細に調べて付加的な事項を次の授業で必ず話す9ことが極めて重要
となってくる。教師にしてみれば当該児童の発言内容には興味関心がない
ために、児童にとっては趣味の延長線上の発言であろうとの判断で、その
内容を精査する労を厭うようなことがあってはならない。この一児童の発
言を検証するという一見面倒に思える行動が、当該児童と他の児童双方に
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教師への尊敬の念を抱かせることに繋がるのである。なお前述した教師か
らの讃辞を期待している児童への対応については、発言を無視するような
態度は論外であるが、他の児童との関係から褒め過ぎには注意しなければ
ならない。
　さて、こうした児童の交友関係をみると、一人で行動するか、共通の話
題で盛り上がることのできる数人の仲間とだけ交流している場合が多い。
また多くの児童が、学習以外のゲームを始めとした遊びやスポーツ、芸能
界等に強い関心を示しているのに対して、社会科好きの児童の多くは、そ
のような対象には無頓着である。そして社会科に関する本や地図に没頭し、
インターネットで情報収集をしている場合、本人は遊びの感覚ではあって
も、周囲からは勉強好きな変わり者と見られてしまう。その結果、自己顕
示欲が強いことも関係して、仲間はずれに留まらず、いじめの対象となっ
てしまうことも多いのである。いじめの問題が社会的に大きく取り上げる
以前から同様の問題は散見された。しかし当時のこうした児童は総じて成
績が上位であると同時に精神力も強靱で、他の児童よりも優位にあること
が自信に繋がっており、少々のいじめに屈することはなかった10。ところ
が近年では、成績上位の児童や生徒もいじめの対象となり、その内容もよ
り陰湿となっている。そのため社会科を苦手とする教師にしてみれば小賢
しく思えるこうした児童に対しても配慮が必要なのである。
２．知識量の差への対応
　社会科が「暗記教科」と言われるのは、知識量の差がこの教科への興味
や関心、成績にかなり大きな影響を与えるからである。したがって他教科
に比べて論理的思考に基づいていない教科として、1947年の新設以降、児
童や保護者だけでなく教師も社会科を算数や国語の次に位置付ける傾向が
継続してきた。こうした「暗記教科」としての認識を払拭するために、学
習指導要領を始めとして随所に「地域を構成してる諸事情を理解した上で
の空間認識の拡大」や「時系列で理解する歴史事象」等の表記がみられる。
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しかし地理学習における地名、歴史学習での年代等は、社会科学習の理想
とする姿11を理解させるためには不可欠であることも事実なのである。し
たがって児童の知識量に関係なく、必要最低限の地名や年代については覚
えさせる工夫が必要となる。例えば現行の学習指導要領でやっと明示され
るようになった都道府県名の指導12にあたっては、地図帳での確認作業を
行うことで児童が夢中になって取り組むようになったという報告を多くの
教師から耳にしている。また地図帳を使用しての位置確認に加えて、白地
図へ県名や県庁所在地を記入する伝統的な学習方法だけでなく、都道府県
名と観光地や特産品を歌詞とした替え歌によって効果を上げている事例も
みられる。さらにカルタの作成と競技によるグループ学習のように、児童
が高い関心を示すゲームやクイズ形式による指導によって、知識の定着率
が向上することも確認されている。ところで多くの児童にとっては無味乾
燥な地名の暗記も、対象となる地域のイメージを併せて認識させることで、
学習意欲を高められる。地理学習ではこの地域（空間）イメージの醸成を
非常に重視している。授業で取り上げる地域へ出向いて実際の景観を目に
焼き付け、その場の空気を体感するのが理想であることは論を俟たないが、
そこの映像と地名を関連付ける指導は、多くの児童の関心を喚起するので
ある。
　さて、上記のような指導に関して、その実践例と教師自身の地名に対す
る知識量の多寡との間に相関関係はあまりみられない。知識量が少ない教
師でも積極的にこの指導に取り組んでいるのである。それはこのような指
導にあたっては、必要な地名を選択してそこに関係する事項や映像を準備
すれば対応できるからである。これは地名の指導が、基本的に論理的に考
える必要もなく、暗記させるという作業に帰着することによる。こうした
指導を通じて、教師自身が47都道府県についての正確な知識を身に付けた
という体験談も聞いている。ところでこのような指導に際して、知識豊富
な児童はどのような態度を示すであろうか。自己顕示欲の強いこうした児
童は、より多くの級友を前にして自分の知り得た知識を披瀝したいという
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気持ちが強い。したがってグループ学習よりも、一斉授業で発言すること
が多いのである。これは一斉授業が学級の中位以下に授業水準を合わせて
いるため、成績上位の児童にとっては手持ち無沙汰になってしまうことも
関係している。その結果、教師にしてみれば不愉快にすら感じる発言を一
方的に捲し立てることになるのである。しかしゲーム感覚のグループ学習
になると、一斉授業のように教師が話して児童は静かに聞くという形では
なく、他の児童も自由に発言してその場が結構賑やかになるために、こう
した児童の存在感は薄くなってくる。したがってグループ学習では知識量
に関係なく授業の展開が可能であり、都道府県の学習（暗記）については、
いずれの実践例でも概ね85％以上の児童が完璧に暗記できたという好結果
となっている。
　ここでの事例は地名の暗記についてであるため、児童の知識量との関連
からその対応を論じた。しかし地名や統計、歴史では人名や年代等の暗記
による知識に加えて、それぞれの地域に展開される地理的事象に対する考
察力や、歴史の流れに対する理解力にまで秀でている児童も散見される。
こうした児童への対応はさらに手を焼くように感じるが、そのレベルの児
童になると、知識だけ豊富ですぐに口を挟むような事例は余りみられず、
自分の行動が教師や他の児童にどのような影響を及ぼすのかまで判断でき
るようである。いずれにしても小学校では学級内において児童の学力差が
大きく、また精神的な成熟度に起因する人間性も多様であるために、他の
校種に比べてより優れた教師の学習指導力と学級経営力が求められる。そ
のような観点から、苦手とする地名の指導を避けることなく、グループ学
習を取り入れた授業展開によって85％の児童に47都道府県を覚えさせると
同時に、自らもそれを再確認する努力を怠らなかった前述した教師の事例
は、高く評価できるのである。
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Ⅳ　おわりに
　今回、地理や歴史に関わる知識量の視点から指導上の留意点を論じたの
は、児童の情報量が、教師のそれを上回っている事例を小学校の教師との対
話や「とちぎ子どもの未来創造大学」で社会科好きの児童と接した機会を
通して確認したためである。そして児童と教師の知識量の差は、間違いな
く以前よりも拡大している。これはインターネットを駆使できる児童であ
れば、遊び感覚で知識や情報の蓄積が可能となり、それらの入手手段が書
物やテレビ等に限定されていた時代とは比較にならないほど恵まれた環境
にあることによる。また現在では、小学生が多くの友人と放課後に遊ぶよ
うな光景はあまり見られず、早々に帰宅して個人で過ごす時間が多くなっ
ていることも、地理や歴史の学習に直結する知識を興味のある趣味活動を
通じて得るのに好都合と考えられる一因となっている。これに対して教師
の側はどうかというと、あまりにも日常の校務が多忙であるために、社会
科の授業に関係していることは理解できても、当該児童が趣味的感覚で蓄
積しているのではと思える知識や情報にまで関わる時間的余裕がみられな
いという実態を無視することはできない。したがって知識量で児童に及ば
ないのは致し方ないともいえるのである。なお地理や歴史の常識や情報に
関しては、女性教師の方が概して知識量が少ない傾向がみられる。そして
国語や算数に比べて、社会科を理科と並ぶ苦手教科と認識しているのであ
る13。
　社会科の授業にあたって、いかにして多くの地理や歴史に関する事項を
覚えさせるかという点に指導の要点があると勘違いしている教師も散見さ
れる。しかし社会科学習の本来の姿は、事項の暗記が最終目的ではなく、
それを地域の考察や歴史の流れの理解を深めるための一手段に過ぎないこ
とをまずは教師がしっかり認識しなければならない。その上で社会科が暗
記教科であると勘違いをしている児童には考え方を修正させる指導が必要
になるのである。暗記が社会科のすべてではないことを教師が肝に銘じれ
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ば、知識だけで優越感を感じているような児童に対しても自信を持って対
処できるはずである。このような児童の多くは、授業を展開する中で自分
の知っている事項を単発的に発言するだけで、それが授業内容とどのよう
に関係しているのかまでは考えてはいない。そして教師の指導力が、まさ
にこの時点で試されるのである。想定外の発言であっても、他の児童への
影響も考慮しつつ一応はそれを褒めて児童に優越感を与えた上で、実はさ
らに一歩踏み込んだ考察が必要であることを悟らせる指導が重要となる。
なおこのような児童は自尊心も強いため、褒め言葉に続く教師の一言で、
若干不愉快そうな表情を浮かべるかもしれないが、事前に褒められている
のでそれを根に持つようなことはなく心配には及ばないのである。社会科
の授業にあたって知識量で児童に及ばないために、指導に自信が持てない
という話をよく耳にする。しかし上述のように社会科は暗記すればそれで
済む教科ではないことを再確認して、授業に臨む姿勢が大切であるといえ
る。ただし地理や歴史だけでなく他の教科も含めて、せめて高校で学習す
る基礎・基本的内容については、たとえ暗記による事項であっても、教師
であるからにはそれを知らないのは恥ずかしいことであるとの認識は絶対
に必要なのである。
　社会科を得意とする教師の中には「知識なくして理解なし」という言葉
を好んで使い、まずは基本事項を覚えるべきと主張する向きもある14。こ
の考えも一理あって容認できる部分もあるが、小学校にあっては社会科を
無味乾燥な暗記教科として児童の関心が薄れていくような指導は避けなけ
ればならない。いずれにしても暗記という作業をどのように位置付けるか
は、社会科という教科では常に考慮しなければならない命題なのである。
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注
　　　　　　　　　　　　　
１　実習は4週間であるが、実習校の訪問は第3週の後半であるため、教壇実習を見学できる
ことが多い。
2　栃木県教育委員会によって企画され2014年度から開講された小中学生を対象にした講座で
ある。当初は理系の講座のみであったが、2015年度から文系の講座も加えられた。2016年
度は55の大学や行政機関・民間企業が関わり、130の講座が開講された。開講の形態は大
学等を会場とする講座と出前講座がある。
3　緯度と経度で示された絶対位置に対して2都市（国・県）以上の位置関係を示し、地理学
習においてもっと指導すべき事項である。
4　写真撮影・時刻表の精読・列車乗車・車両の構造や形態分類・鉄道模型等を始めとして多
岐に渡る。
5　月刊誌「地理」で鉄道関係を車両等とは関係なく地理的視点からみた内容の特集をすると
売上げが伸びるのは業界ではよく知られた話で、年齢に関係なく鉄道ファンの多くは、地
理にも関心があることの証左となっている。
6　ヨーロッパ大陸最南端とアフリカ大陸の対峙するジブラルタル海峡は北緯36°に位置し、
栃木県南部とほぼ同じである。このような身近な地域と世界各地を関連付ける事例を示す
ことで、学習意欲の向上がみられる。
７　2022年度から実施される高校の新学習指導要領では、近現代史を中心に日本史と世界史を
融合させた「歴史総合」が必修科目として新設される。また併せて「地理総合」も新設必
修科目の扱いとなる。
８　枕草子の第一段は、地理で気候を扱う際にも参考になる。日本の気候の特色である明瞭な
四季の区分が1000年以上前の文献に記されていることから、気候の定義である「ある一定
地域における長期間に渡る大気の平均的状態」を説明する際に有効なのである。
９　教職に就いている卒業生から鉄道関係について問われることがよくある。鉄道好きの児童
からの質問に答えられなかったとのことで、質問だけでなくこれに関連する事項も加えて
回答した。授業でこれを話したところ、当該児童との関係がより良好になり、またクラス
内では鉄道に詳しい先生と認識されるようになったそうである。
10　家庭の経済力や教育力が学力と相関関係にあった時代には、児童・生徒だけでなく保護者
もそこに力関係が形成されている事実を認識していた。しかし、そこには上位の者が下位
の者を庇護する構造も存在し、人間関係も円滑であった。金銭がすべてに優先するバブル
経済以降この状況は一変し、いじめによる非人間的社会が形成されたのである。
11　社会科教育の究極の目標は「公民的資質の養成」である。
12　2020年度からの新学習指導要領では、国語学習において47都道府県すべてを漢字で記せる
ように、栃木県の「栃」・茨城県の「茨」・埼玉県の「埼」など20字が追加される。
13　小学校の教師を対象とした免許状更新講習で「小学校社会科における地域学習」を開講し
ているが、例年40名前後の受講者のうち65％は女性で、「社会科が苦手で、指導に自信が
ない」という理由による受講が多い。
14　中学校や高校で受験指導を経験すると、このような指導にならざるを得ないと考える教師
は多い。
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